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要 約 

　先行研究（長谷川，２０１１）では，日常生活におけるユーモア表出がうまくいかず，他者か
ら嫌悪感を引き起こしうる行動を機能不全的ユーモア表出と定義し，その傾向を測定する尺
度を作成した。この尺度は，従来のユーモア研究では捉えられなかった側面に焦点を当てる
ものであるが，問題点もあった。それは，ユーモアを表出する側の自己認知を測定するもの
であり，表出される側の他者がどのように感じているかが明確ではないという点である。本
研究では，この問題点を解消するために，自己と友人とのペア調査を行い，機能不全的ユー
モア表出尺度の他者に対する評価版を作成し，相互に評定をさせた。分析の結果，自己評定
よりも友人の評定の方が，機能不全的ユーモア表出得点が低かった。つまり，友人は，自己
よりもユーモア表出の仕方を悪いと捉えていないことが示された。さらに，本研究では，ど
のような人が機能不全的ユーモア表出を行うかという問題について，長谷川（２０１０）と同様
に，攻撃的ユーモア志向性とセルフ・モニタリング傾向の観点から検討した。分析の結果，
攻撃的ユーモア志向性が高いほど，機能不全的ユーモア表出の自己評定も他者の評定も高く
なることが示された。さらに，セルフ・モニタリング傾向の下位尺度である自己呈示変容能
力が低く，攻撃的ユーモア志向性が高い人は，内輪受けを狙い，自己卑下的なユーモア表出
をすると自己認知していた。また，このような人は，心理的距離が近い相手から統制スキル
が不足したユーモア表出をすると認知されていた。本研究で得られた結果に基づいて，自尊
心や抑うつといった他の個人差変数がユーモア表出に及ぼす影響について，さらなる検討の
必要性が議論された。

キーワード：機能不全的ユーモア表出，自己評定，他者の評定，攻撃的ユーモア，セルフ・
モニタリング傾向

1 　本研究は、高柳　健氏（平成１９年度信州大学人文学部卒業生）が、著者の指導の基で作成した、平成１９年
度卒業論文のデータを再分析したものである。論文化を快諾していただいたことに、感謝申し上げる。
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問 題 

　ユーモアは，対人関係や個人の精神的健康に対してポジティブな効果を持つ（Nezu,  
Nezu, & Blissett, 1988; Berk, Tan, Fry, Napier, Lee, Hubbard, Lewis, & Eby, 1989）。これらを
始め，ユーモアに関する研究では，ユーモアの定義を，「受け手がメッセージをユーモラス
あるいはおもしろいと知覚する反応（Sternthal & Craig, 1973）」や，「“おもしろさ”“おか
しさ”という心的現象を示すもの（上野，１９９３）」としている。牧野（２００５）は，このよう
な先行研究を理論的に整理し，ユーモア研究における定義の共通点が「受け手がおもしろい，
おかしいと知覚する」ことであるとし，ユーモアを「送り手からの刺激に対して，受け手が
おもしろい，おかしいという知覚反応を示す過程」とした。また，「ユーモアを引き起こす
刺激をユーモア刺激，送り手からの刺激に対する受け手のおもしろい，おかしいという反応
をユーモア反応」とした。このように，これまでのユーモア研究の多くは，「ユーモア刺激
が他者におもしろいものとして受け入れられる」ことを前提としている。すなわち，送り手
によるユーモア刺激を，受け手が「これはユーモア刺激だ」と認識し「おもしろい，おかし
い」と感じることができた時，初めてそれら一連の過程がユーモアとして認められ，研究対
象となっていると考えられる。しかし，日常生活では，ある人が他の人を笑わせようと意図
して何かを表出しても，受け手はユーモアと認知しないことはよく起こる。いわゆる「すべ
る」という状態であり，ユーモアの表出行動が十分に機能していない場合である。
　長谷川（２０１１）は，先行研究において焦点が当てられてこなかった，このような機能不全
的なユーモア表出について検討し，自由記述によって項目を収集し，尺度を作成した。因子
分析の結果，第１因子は，他者を笑わせようとする自らの思いをうまく統制できず，話しす
ぎてしまったり，繰り返し同じことを話してしまったりするというスキル不足の状態に陥っ
ている様子を示す，統制スキル不足と命名された。第２因子は，ある特定の人間だけを笑わ
せようとし，仲間以外の他者には，メッセージが伝わらない内輪受け因子と解釈された。第
３因子は，他者を笑わせる状況ではないのに笑わせようとしてしまったり，初対面の人に対
していつもと同じように振る舞ってしまったりするという場違い因子と命名された。第４因
子は，他者を笑わせるためなら誰かを傷つけても仕方がないという傷つけ因子と命名された。
第５因子は，場をしらけさせたり，起こらせたり，他者を不愉快にさせる行為である不愉快
因子と解釈された。これらの因子は，送り手がユーモアを受け手に与えたつもりでも，受け
手が必ずしもそれをユーモア刺激として知覚するとは限らず，逆に，傷つけたりする事態を
生じさせる，機能不全的ユーモア表出の多様な側面を捉えたものであった。
　さらに，長谷川（２０１１）は，この機能不全的ユーモア表出が，どのような人によってなさ
れるのかについて検討した。その際，検討枠組みとして，セルフ・モニタリング傾向とユー
モアに対する志向性を取り上げた。セルフ・モニタリングとは，状況や他者の行動に基づい
て，自己の表出行動や自己呈示が，社会的に適切なのかを観察し，自己の行動を統制するこ
とと定義され，パーソナリティのような傾性や志向性として捉えられる（岩淵・田中・中里，
１９８２）。ユーモアが好きで，周囲の人を笑わせたいと考えていても，セルフ・モニタリング
傾向が低ければ，受け手の笑いを誘う言動を状況に応じて変化させられないために，機能不
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全的なユーモア表出をしてしまうと予測された。さらに，この効果は，どのようなユーモア
が好きかという志向性によって調整されると予測された。すなわち，他者を傷つけるような
ユーモアを好む人は，それを直接的に表現するセルフ・モニタリングの低さが他者からの嫌
悪を引き起こすプロセスが顕著に生じると考えられた。分析の結果，予測を支持する結果が
得られた。具体的にいえば，攻撃的ユーモア志向性が高く，かつ，セルフ・モニタリング能
力が低い人は，そうでない人より不愉快な笑わせ方をしていることが明らかにされた。さら
に，セルフ・モニタリング尺度の下位尺度である自己呈示変容能力尺度を用いた分析でも，
同様の結果が得られた。これらの結果は，攻撃的ユーモアを好み，かつ自己の表出を状況に
合わせようとしない人が，他者を不愉快にさせる笑わせ方をしているものと考えられる。
　以上の長谷川（２０１１）の結果は，機能不全的ユーモア表出が多面的な特徴を持つことを示
すとともに，攻撃的ユーモアを好み，セルフ・モニタリング傾向が低い人が，特に他者を不
愉快にさせる傾向を示すことを明らかにした。このことは，従来のユーモア研究においては
十分に検討されてこなかった現象に光を当てたといえる。しかしながら，ここでの検討では
いまだ不十分な点がある。それは，長谷川（２０１１）で作成した機能不全的ユーモア尺度は，
あくまで個人の認知であるという点である。つまり，回答者自身が他者を不快にさせたり，
場をしらけさせたりしていると認知しているだけだということである。もちろん，他者に
ユーモア表出をした後で，そのことを振り返ってみて，自分は表出に失敗したと気づくこと
は日常的によくあることである。しかしながら，自分が不適切な笑わせ方をしたと自己卑下
的に思っていても，周囲の他者はおもしろいと思っていることや，逆に，自分はうまく他者
を笑わせたと思っていても，周囲はそのように評価していないこともありうる。つまり，不
適切な笑わせ方をした人の自己評価と，周囲の他者による評価にズレがある可能性も考えら
れる。このような可能性を考慮して，本研究では，調査対象者をペアにして調査を行い，機
能不全的なユーモア表出が，自己と他者とで同様に捉えられているか，あるいはどの程度ず
れているのかを検討する。そのために，長谷川（２０１１）の尺度を，他者に対する評価を測定
するように項目を修正し，検討に用いる。そして，それぞれで因子分析を行い，因子構造を
確認する。また，長谷川（２０１１）で検討された攻撃的ユーモア志向性とセルフ・モニタリン
グ傾向が，機能不全的ユーモア表出に及ぼす影響について，自己評価だけでなく，他者から
の実際の評価を対象として検討する。そのことによって，攻撃的ユーモア傾向が高く，セル
フ・モニタリング傾向が低い人が，実際に他者から機能不全的なユーモア表出をすると認知
されているかを明らかにすることができる。

方 法 

調査対象者
　大学生２０２名（男性８５名，女性１１７名）であり，年齢は平均１９．１歳（SD＝１．５４）であった。
質問紙の構成
ᾇ　ユーモア態度尺度（上野，１９９３；宮戸・上野，１９９６）
　この尺度はユーモアの好みの違いを測るものであり，支援的ユーモア・攻撃的ユーモ
ア・遊戯的ユーモアの３つの下位尺度からなる。オリジナル尺度（２４項目）から，長谷川
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（２０１１）の因子分析結果に基づき，各因子から負荷量の高い３項目ずつを選び出して用い
た（９項目）。「あてはまらない（１点）」から「あてはまる（５点）」の５件法で回答を求
めた。

　ᾈ　機能不全的ユーモア表出尺度
　まず，長谷川（２０１１）の２５項目の尺度から，性的な内容に関する項目等を削除した。さ
らに，当初，尺度に含まれていなかったが，機能不全的なユーモア表出に関連があると考
えられた，自己卑下的なユーモア表出に関する項目を加え，最終的に２１項目の尺度に修正
したものを用いた。各項目に対して，回答者の考えにどのくらいあてはまるかを尋ねた。
「あてはまらない（１点）」から「あてはまる（５点）」の５件法で回答を求めた。
　また，同じ項目について，本調査のパートナーとなった友人にどのくらいあてはまるか
を評定するように，主語を「その人は」に修正した尺度を作成した。各項目について，
「あてはまらない（１点）」から「あてはまる（５点）」の５件法で回答を求めた。分析に
は，パートナーの友人が，回答者に対して評定した得点を用いた。
　以下では，この尺度について，回答者自身が認知した機能不全的ユーモア表出について
は，機能不全的ユーモア表出（自己評定）と記し，パートナーの友人が認知した回答者に
関する機能不全的ユーモア表出については，機能不全的ユーモア表出（他者の評定）と表
記する。
ᾉ　セルフ・モニタリング尺度（Lennox & Wolfe, 1984）
　この尺度は自己呈示変容能力と他者の表出行動に対する感受性の２つの下位尺度で構成
される。前者には印象操作の能力を測定する項目からなるのに対し，後者には他者の操作
に対する認知を測定する項目からなる。１３項目で，「あてはまらない（１点）」から「あて
はまる（５点）」の５件法で回答を求めた。
ᾊ　心理的距離（Aron, Aron, & Smollan, 1992）
　本調査のパートナーとなった友人との心理的距離を測るために，Aron, Aron, & 
Smollan（１９９２）のIOS（the Inclusion of Other in the Self）尺度を用いた。IOSは，重な
り具合の異なる２つの円から，自分と相手との関係を最もよく表している図を選んで回答
する尺度である。２つの円が接している図（１点）から一定の間隔で重なっていき，ほと
んど重なっている図（７点）までの７段階評定で回答する。得点が高いほど，親密性が高
いことを示している。分析には，ペアの友人が認知した心理的距離を用いた。

結 果 

因子分析
　ユーモア態度尺度，セルフ・モニタリング尺度，機能不全的ユーモア表出尺度について，
それぞれ因子分析を行なった。
　ユーモア態度尺度
　因子分析（主因子法・プロマックス回転）を行った結果，先行研究と一致し，支援的ユー
モア，攻撃的ユーモア，遊戯的ユーモアの各因子が抽出された。各因子に含まれる項目を合
計し，項目数で割った平均得点を算出し，分析に用いた。得点が高いほど，各因子名で示さ
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れた傾向が強いことを示す。
　セルフ・モニタリング尺度
　セルフ・モニタリング尺度について，因子分析（主因子法・プロマックス回転）を行なっ
た。その結果，先行研究と一致する２因子が得られ，第１因子を他者の表出行動に関する感
受性，第２因子を自己呈示変容能力とした。分析には，全項目の合計得点を項目数で割った
平均得点と，各因子に含まれる項目を合計し，項目数で割った平均得点を算出し用いた。得
点が高いほど，セルフ・モニタリングおよび各因子名に示された傾向が強いことを示す。
　機能不全的ユーモア表出尺度
　機能不全的ユーモア表出尺度の２１項目について，平均点と標準偏差から床効果が生じてい
ると考えられる項目や，自己評定と他者の評定の因子構造を揃えるという観点から項目を除
外し，最終的に残った１５項目に対して，因子分析（主因子法・プロマックス回転）を行なっ
た。その結果，５因子が妥当であると判断された（表１）。

　自己評定と他者の評定ともに，第１因子は，ある特定の人間だけを笑わせようとする行為
であり，内輪受けと命名した。このような，内輪受けを狙ったユーモア表出は，趣味や知識
を共有できる仲間以外の他者には，メッセージが伝わらないと考えられる。これは，長谷川
（２０１１）の結果と一致した因子である。
　自己評定，他者の評定ともに，第２因子は，「周囲の人間の注目を集めておきながら，笑
いがとれないことがある」「おもしろいことを言おうとして場にそぐわない発言をしてし
まったことがある」といった項目の負荷が高いことから，統制スキル不足と命名した。他者
を笑わせようとする自らの思いをうまく統制できず，笑いがとれなかったり，場にそぐわな

表１　機能不全的ユーモア表出尺度の因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）
因子負荷量（他者の評定）因子負荷量（自己評定）

５４３２１５４３２１

〈１．内輪受け〉

０．０９－０．１４０．０７０．０６０．８３０．０８－０．０９０．１４－０．１４０．９３自分の仲間にしかわからない冗談を言って、周りの人に理解されないことがある

－０．０６０．１８－０．０１０．０００．７９０．０２０．１０－０．０５０．１００．６９一部の人だけがわかる趣味の話で笑いをとろうとすることがある

０．０４０．１９－０．０９０．２００．５２－０．０１０．２０－０．１５０．２４０．５２一部の人にしかわからない冗談を言って、周りの人に理解されないことがある

〈２．統制スキル不足〉

－０．０９－０．２３０．０１０．９１０．１８－０．１１－０．１４０．０００．８７０．１５周囲の人間の注目を集めておきながら、笑いがとれないことがある

０．０４０．０８０．１５０．７３－０．０８０．１０－０．０５０．１５０．６００．０４おもしろいことを言おうとして、場にそぐわない発言をしてしまったことがある

０．２１０．１７－０．１７０．５９０．０４０．２４０．１３０．０５０．５６－０．２４周りの人のおもしろい話に便乗しようとして、自分もおもしろい話をしようとした
が、笑いがとれなかったことがある

〈３．自己本位〉

０．７３－０．０１０．１３－０．０５０．１２－０．０２－０．０５０．７６０．０２０．１０人の話がおもしろくないと思ったら、自分の好きな話題に変える

０．４６０．１９－０．０３０．３５－０．１４－０．０１０．１３０．６１０．１２－０．０９人の話をさえぎってでも、自分の話で笑いをとろうとすることがある

〈４．繰り返し〉

０．１００．７７－０．０４－０．１３０．０１０．０７０．８６０．０１－０．１３－０．０１一度笑いがとれたネタは何回でも使う

－０．１３０．６９０．１４０．１２０．１１－０．１１０．７００．０８０．０４０．１４自分の好きなネタは繰り返し使う

〈５．自己卑下〉

０．２０－０．０５０．７６－０．１４０．０９０．８０－０．０３－０．１６０．０９０．１２自分を卑下して場を盛り上げようとすることがある

－０．１１０．１００．６５０．２９－０．０９０．５１０．０２０．２６－０．０７０．０２人に励ましてもらうために、自分の失敗や悲しかったことを笑い話として話すこと
がある

　－　－１．内輪受け因子因子間相関

　－０．６１　－０．５５２．統制スキル不足

　－０．５１０．５４　－０．４７０．３６３．自己本位

　－０．５００．８２０．６０　－０．５５０．５８０．５６４．繰り返し

　－０．５１０．３３０．５２０．４７　－０．５４０．３７０．６４０．４８５．自己卑下

Note．他者の評定の尺度項目は、実際には「その人は」という主語がついている。
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い発言をしてしまったりするというスキル不足の状態に陥っている様子を示す因子であると
解釈された。この因子は，項目が若干異なるものの長谷川（２０１１）とほぼ同様の因子であっ
た。
　自己評定の第３因子，他者の評定の第５因子は，「人の話がおもしろくないと思ったら，
自分の好きな話題に変える」，「人の話をさえぎってでも，自分の話で笑いをとろうとするこ
とがある」という項目から，自分勝手な笑わせ方をすることを表す因子であると解釈し，自
己本位と命名した。この因子は，長谷川（２０１１）では，場違い因子と不愉快因子に負荷して
いた項目が新たな因子として抽出されたものである。
　自己評定，他者の評定ともに，第４因子は，「一度笑いがとれたネタは何回でも使う」，
「自分の好きなネタは繰り返し使う」という項目から，同じような笑いのネタを繰り返すと
いう特徴を示す繰り返しと命名した。この因子は，長谷川（２０１１）では，統制スキル不足因
子に含まれていた項目が，独立して抽出されたものである。
　自己評定の第５因子，他者の評定の第３因子は，「自分を卑下して場を盛り上げようとす
ることがある」，「人に励ましてもらうために，自分の失敗や悲しかったことを笑い話として
話すことがある」という項目からなり，自己卑下と命名した。この因子は，長谷川（２０１１）
には含まれておらず，新たに追加した項目が因子としてまとまったものである。

尺度の記述統計と相関
　分析に用いた尺度について，α係数，平均値，標準偏差を算出した（表２）。
　機能不全的ユーモア表出尺度（自己評定）についてみると，α係数は，繰り返し因子や自

表２　分析に用いた尺度の記述統計量と信頼性係数
αSDM
０．８８０．７７２．８８１．機能不全的ユーモア表出（自己評定）
０．８３１．０６３．２０２．　内輪受け（自己評定）
０．７６０．９７２．９２３．　統制スキル不足（自己評定）
０．６８１．０３２．２８４．　自己本位（自己評定）
０．７８１．０８３．０６５．　繰り返し（自己評定）
０．６４０．９４２．７８６．　自己卑下（自己評定）
０．９１０．８３２．０７７．機能不全的ユーモア表出（他者の評定）
０．８６１．１１２．２６８．　内輪受け（他者の評定）
０．８４０．９７１．９６９．　統制スキル不足（他者の評定）
０．６９０．８９１．７５１０．　自己本位（他者の評定）
０．７４１．１３２．２８１１．　繰り返し（他者の評定）
０．７２０．９５２．０４１２．　自己卑下（他者の評定）
０．６１０．８７２．４４１３．攻撃的ユーモア
０．７００．８８３．２７１４．支援的ユーモア
０．５７０．８３３．５９１５．遊技的ユーモア
０．８２０．６５３．１８１６．セルフモニタリング
０．８１０．８２３．１０１７．　他者の表出行動に対する感受性
０．７６０．７２３．２５１８．　自己呈示変容能力

Note．N＝１９４
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己卑下因子が，．６０台と少し低いものも見られるが，尺度全体としては．８８と十分に高いこと
が示された。機能不全的ユーモア表出尺度（他者の評定）についてみると，自己本位因子が 
．６４と少し低いものの，尺度全体としては．９１と高い信頼性を示した。また，その他の尺度に
ついても，攻撃的ユーモアが．６１と少し低いが，他は概ね高い信頼性を示した。
　尺度間の相関を検討するため，ピアソンの相関係数を算出した（表３）。

　表３を見ると，機能不全的ユーモア表出（自己評定）の下位尺度間には，相互に中程度の
相関があることが分かる。同様に，機能不全的ユーモア表出（他者の評定）の下位尺度間に
も，相互に中程度からやや高い相関がみられた。また，機能不全的ユーモア表出尺度につい
て，自己評定と他者の評定との対応している尺度間の相関をみると，尺度全体が．２９であり，
それ以外の下位因子は．２３～．２８で弱いものの有意な相関がみられ，自己と友人との間で認知
がある程度は一貫していることが示された。
　攻撃的ユーモア志向性尺度と機能不全的ユーモア表出（自己評定）の相関は，尺度全体，
内輪受け，自己本位で弱い正の相関がみられた。このことは攻撃的ユーモア志向性が高いほ
ど，機能不全的ユーモア表出をすることを示し，特に内輪受けや自己本位の表出をする傾向
があることを示している。また，攻撃的ユーモア態度と機能不全的ユーモア表出尺度（他者
の評定）の相関は，尺度全体，内輪受け，統制スキル不足で弱い正の相関がみられた。これ
は，調査参加者の攻撃的ユーモア志向性が高いほど，パートナーの友人も機能不全的ユーモ
ア表出をすると認知し，内輪受けをし，統制スキル不足であると認知していることを示して
いる。
　機能不全的ユーモア表出（自己評定）と支援的ユーモアとの間には，弱い正の相関関係が
見られた。また，相関の程度は低いが，機能不全的ユーモア（自己評定）と遊技的ユーモア
との間の正の相関も見られた。これらの結果は，機能不全的ユーモア表出がさまざまなユー
モア態度によって形成される可能性を示唆するものである。

表３　分析に用いた尺度間の相関係数
１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５４３２１

－１．機能不全的ユーモア表出（自己評定）

－ ．８０ **２．　内輪受け（自己評定）

－ ．５１ ** ．８１ **３．　統制スキル不足（自己評定）

－ ．４６ ** ．３５ ** ．６８ **４．　自己本位（自己評定）

－ ．４８ ** ．４５ ** ．５４ ** ．７６ **５．　繰り返し（自己評定）

－ ．４４ ** ．３８ ** ．５４ ** ．４７ ** ．７２ **６．　自己卑下（自己評定）

－ ．２１ ** ．２２ ** ．２９ ** ．２１ ** ．１９ ** ．２９ **７．機能不全的ユーモア表出（他者の評定）

－ ．８４ ** ．１６ * ．１７ * ．２４ ** ．１４ * ．２６ ** ．２６ **８．　内輪受け（他者の評定）

－ ．６６ ** ．８９ ** ．１７ * ．１６ ** ．２３ ** ．２３ ** ．１３  ．２４ **９．　統制スキル不足（他者の評定）

－ ．６３ ** ．５６ ** ．７７ ** ．１５ * ．１２ ．２３ ** ．１２ ．０８ ．１７ *１０．　自己本位（他者の評定） 

－ ．５４ ** ．６８ ** ．６１ ** ．８３ ** ．２０ ** ．２８ ** ．２６ ** ．２０ ** ．１６ * ．２８ **１１．　繰り返し（他者の評定）

－ ．５３ ** ．４９ ** ．５５ ** ．３９ ** ．６９ ** ．２２ ** ．１５ * ．２３ ** ．１４ ． ．０７ ．２０ **１２．　自己卑下（他者の評定）

－ ．１１  ．０９  ．０９  ．１５ * ．１７ * ．１６ * ．１５ * ．０９ ．２１ ** ．１０ ．１７ * ．１９ **１３．攻撃的ユーモア

－ －．０１ ．０４  ．１０  －．０１  －．０６ －．０６  －．０１ ．５０ ** ．３９ ** ．２４ ** ．２３ ** ．２８ ** ．４１ **１４．支援的ユーモア

－ ．３１ ** ．００  －．０８  ．０４  －．０７  －．０３ －．０５ －．０４ ．０７ ．２４ ** ．１２ ．１５ * ．２８ ** ．２４ **１５．遊技的ユーモア

－ ．０８  ．４１ ** －．０２  ．０５  ．０１  ．１０ －．１２ ．０１ ．００ ．１５ * ．１７ * ．０３ －．１２ ．０９ ．０７ １６．セルフモニタリング

－ ．８５ ** －．０２  ．３６ ** －．０２ ．０３ －．０２  ．０６  －．１４  ．０３ －．０２ ．１８ * ．０８ ．０２ －．０８ ．０８ ．０６１７．　他者の表出行動に対する感受性

 ．４６ ** ．８６ ** ．１５ * ．３５ ** －．０６  ．０５  ．０３  ．１１  －．０７  －．０２ ．０１ ．０９ ．２０ ** ．０３ －．１２ ．０８ ．０６１８．　自己呈示変容能力 

Note．N＝１９４，**ρ＜．０１，*ρ＜．０５
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　しかしながら，機能不全的ユーモア表出（他者の評定）と支援的および遊技的ユーモア態
度との間には有意な相関が見られなかった。このことは，パートナーの友人が，参加者が機
能不全的なユーモア表出をしていると認知するかどうかは，参加者の支援的および遊技的
ユーモア態度には関連しないことを示すものである。

機能不全的ユーモア表出の自己評定と他者の評定の差
　機能不全的ユーモア表出の程度に関して，自己評定と他者の評定に差があるかを検討する
ために，対応のあるt検定を行った（表４）。

　分析の結果，尺度全体および下位尺度すべてについて，自己評定よりも他者の評定の方が，
得点が低いことが示された。このことは，友人は，参加者自身に比べて，参加者が機能不全
的なユーモア表出をしないと評定していたことを示唆する。

攻撃的ユーモア態度とセルフ・モニタリング傾向が機能不全的ユーモア表出に及ぼす影響
　機能不全的ユーモア表出尺度の自己評定を従属変数として，攻撃的ユーモア（低・高）×
セルフ・モニタリング（低・高）の分散分析を行なった。両要因ともに，中央値折半により
低群と高群に分類した，参加者間要因である。
　分析結果を表５に示した。
　これをみると，攻撃的ユーモアの主効果は，機能不全的ユーモア表出および下位尺度に対
して有意または有意な傾向を示していたことが分かる。このことは，攻撃的ユーモアが高い
人は，低い人に比べて，機能不全的な表出を行うことを示している。また，セルフ・モニタ
リングの主効果は，繰り返し因子に対して有意な傾向を示した。セルフ・モニタリング傾向
が高い人は，低い人と比べて，同じネタを繰り返し用いて笑いをとると自己認知していた。
　次に，機能不全的ユーモア表出に関する他者の評定に対して，攻撃的ユーモア（低・高）
×セルフ・モニタリング（低・高）の分散分析を行った。表５をみると，攻撃的ユーモア
の主効果は，機能不全的ユーモア表出全体，内輪受け，統制スキル不足，自己卑下に対して
有意または有意な傾向を示していたことが分かる。攻撃的ユーモアが高い人は，低い人に比
べて，友人から機能不全的な表出を行うと認知されており，特に，内輪受けを狙い，統制ス
キルが不足したような，自己卑下的なユーモア表出を行うと認知されていた。
　交互作用については，いずれも有意ではなかった。

表４　機能不全的ユーモアの自己評定と他者の評定の平均値
t他者の評定自己評定

１２．５９**２．０８２．９７機能不全的ユーモア表出
１０．３４**２．２６３．２２　内輪受け
１１．６６**１．９４２．９４　統制スキル不足
　６．３１**１．７５２．２８　自己本位
　８．６６**２．２６３．０７　繰り返し
１１．４５**２．１３３．２６　自己卑下

Note．＊p＜．０１
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攻撃的ユーモア志向性と他者の表出行動に対する感受性が機能不全的ユーモア表出に及ぼす
影響
　セルフ・モニタリング傾向の下位尺度である他者の表出行動に対する感受性を独立変数と
して，同様の分散分析を行った。具体的には，機能不全的ユーモア表出尺度を従属変数とし
て，攻撃的ユーモア（低・高）×他者の表出行動に対する感受性（低・高）の分散分析を
行った。
　結果を表６に示した。
　攻撃的ユーモアの主効果は，表５のセルフ・モニタリング傾向の結果とほぼ同様のため省
略する。機能不全的ユーモア表出の自己評定および他者の評定ともに，他者の表出行動に対
する感受性の主効果も，交互作用も有意ではなかった。

攻撃的ユーモア志向性と自己呈示変容能力が機能不全的ユーモア表出に及ぼす影響
　セルフ・モニタリング傾向の下位尺度である自己呈示変容能力を独立変数として，同様の
分散分析を行った。具体的には，機能不全的ユーモア表出尺度を従属変数として，攻撃的
ユーモア（低・高）×自己呈示変容能力（低・高）の分散分析を行なった。
　結果を表７に示した。
　攻撃的ユーモアの主効果は，表５および６の結果とほぼ同様のため省略する。自己呈示変
容能力の主効果は，機能不全的ユーモア表出の自己評定の繰り返し因子で有意であった。こ
の結果は，自己呈示変容能力が高い人は，低い人に比べて，同じネタを繰り返し用いて笑い

表５　攻撃的ユーモアとセルフ・モニタリング傾向が機能不全的ユーモア表出に及ぼす影響

F高AH低AH
AH×SMSMAH高SM低SM高SM低SM

〈自己評定〉
０．０６ ０．３６ ９．５８ **３．１６３．１２２．８４２．７５機能不全的ユーモア表出
０．２７ ０．９８ ３．９２ *３．４０３．３３３．１８２．９５　内輪受け
０．３６ １．４１ ３．１３ †２．９３３．１７２．７７２．８５　統制スキル不足
１．５５ １．２２ ９．０７ **２．６７２．３４２．０７２．０９　自己本位
０．２６ ３．４３ † ４．２８ *３．３２３．１１３．０８２．７２　繰り返し
０．３２ ０．０４１２．４９ **３．５０３．５６３．０５２．９４　自己卑下

〈他者の評定〉
０．０３ ０．０２ ６．００ *２．２２２．２２１．９５１．９１機能不全的ユーモア表出
０．２４ ０．８９ ８．３５ **２．５９２．３７２．０７２．００　内輪受け
０．６７ ０．３６ ４．１３ *１．９８２．１８１．８２１．７９　統制スキル不足
０．３５ ０．３４ １．９５１．８３１．８３１．７３１．５８　自己本位
０．２７ ０．００ １．８９２．３３２．４２２．１９２．１１　繰り返し
０．３８ ０．２５ ２．９６ †２．２８２．２６１．９４２．１０　自己卑下

Note.　攻撃的ユーモア（AH），セルフ・モニタリング（SM）
各セルの数値は、平均値
†p＜．１０，＊p＜．０５，＊＊p＜．０１
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表６　攻撃的ユーモアと他者の表出行動に関する感受性が機能不全的ユーモア表出に及ぼす影響

F高AH低AH
AH×SOSOAH高SO低SO高SO低SO

〈自己評定〉
０．０１０．０４ ９．３９ ３．１６３．１３２．８０２．７９機能不全的ユーモア表出
０．３８０．５０ ３．６０ †３．３７３．３５３．１７２．９８　内輪受け
０．０７０．７８ ３．３３ †２．９８３．１４２．７６２．８５　統制スキル不足
１．９７０．００ ８．７８ **２．６０２．４０１．９８２．１８　自己本位
０．３８０．０８ ３．８５ †３．２８３．１４２．８９２．９４　繰り返し
０．２００．６３ １２．６６ **３．５６３．５１３．０９２．９１　自己卑下

〈他者の評定〉
０．１５０．４０ ５．９５ *２．２０２．２３１．８７１．９９機能不全的ユーモア表出
０．３３０．０１ ７．９３ **２．５１２．４３１．９９２．０９　内輪受け
０．０１２．０４ ４．２１ *１．９９２．１７１．７０１．９１　統制スキル不足
０．０２０．０５ １．７７ １．８１１．８５１．６５１．６７　自己本位
０．０２０．０７ １．９３ ２．３７２．３９２．１３２．１９　繰り返し
０．５５０．２３ ３．２０ †２．２９２．２６１．９２２．１０　自己卑下

Note.　攻撃的ユーモア（AH），他者の表出行動に関する感受性（SO）
各セルの数値は、平均値
†p＜．１０，＊p＜．０５，＊＊p＜．０１

表７　攻撃的ユーモアと自己呈示変容能力が機能不全的ユーモア表出に及ぼす影響

F高AH低AH
AH×SPSPAH高SP低SP高SP低SP

〈自己評定〉
 １．６７ ０．９２ ９．８１ **３．１２３．１６２．９２２．６７機能不全的ユーモア表出
 ６．０６ * １．１６ ３．９７ *３．２５３．４６３．３２２．８０　内輪受け
 ０．９４ ０．９４ ３．４１ †２．９２３．１９２．８０２．８０　統制スキル不足
 ０．８７ ０．９０ ８．４９ **２．６２２．３６２．０８２．０８　自己本位
 ０．１２ ６．７９ ** ４．２６ *３．４３２．９９３．０７２．７３　繰り返し
 ２．９４ † ０．０９ １２．８９ **３．４２３．６３３．１４２．８４　自己卑下

〈他者の評定〉
 ０．１２ ０．１４ ５．９３ *２．１８２．２６１．９３１．９３機能不全的ユーモア表出
 ０．０２ ０．１８ ７．６５ **２．４２２．５１２．０２２．０６　内輪受け
 ０．５１ ０．０８ ４．４６ *２．０２２．１６１．８３１．７７　統制スキル不足
 ０．０２ ２．７３ ２．０９１．９４１．７２１．７５１．５６　自己本位
 ０．０１ ０．０１ １．９４２．３８２．３８２．１４２．１７　繰り返し
 ０．４４ ４．２２ * ２．８４ †２．０７２．４６１．９２２．１２　自己卑下

Note.　攻撃的ユーモア（AH），自己呈示変容能力（SP）
各セルの数値は、平均値
†p＜．１０，＊p＜．０５，＊＊p＜．０１



49機能不全的ユーモア表出に及ぼす影響

をとると自己認知していることを示している。また，自己呈示変容能力の主効果は，他者の
評定の自己卑下因子でも有意であった。平均値をみると，自己呈示変容能力の高い人は，低
い人に比べて，自己卑下的なユーモア表出をあまりしないと友人から認知されていることが
示されていた。
　さらに，内輪受けと自己卑下の自己評定に対して，交互作用が有意または有意な傾向を示
した。内輪受けについて，下位検定を行った結果，自己呈示変容能力が低い人において，攻
撃性の高い人（M＝３．４６）は，低い人（M＝２．８０）よりも，内輪受けするようなユーモア
表出をすると自己認知していた。また，攻撃性が低い人において，自己呈示変容能力の高い
人（M＝３．３２）は，低い人（M＝２．８０）よりも，内輪受けするようなユーモア表出をする
と自己認知していた。これらは，長谷川（２０１１）の結果と類似した結果であった。
　自己卑下の自己評定に対する交互作用効果についても下位検定を行った。その結果，自己
呈示変容能力が低い人において，攻撃性の高い人（M＝３．６３）は，低い人（M＝２．８４）よ
りも，自己卑下的なユーモア表出をすると自己認知していた。自己卑下の項目は，本研究に
おいて新たに追加したものであるが，これに関しても長谷川（２０１１）の結果と類似した結果
が得られたと言える。
　以上の結果では，機能不全的ユーモア表出に関する他者の評定に対して，攻撃的ユーモア
表出とセルフ・モニタリング傾向やその下位因子の交互作用効果は見られなかった。ここで，
補足的な分析として，自己と他者との心理的距離の違いによって，攻撃的ユーモアとセル
フ・モニタリング傾向やその下位因子の効果が異なるかを検討するために，３要因の分散分
析を行った。具体的には，機能不全的ユーモア表出の他者の評定を従属変数として，攻撃的
ユーモア（低・高）×自己呈示変容能力（低・高）×友人が認知する自他の心理的距離
（遠・近）の分散分析を行なった。ここで友人が認知する心理的距離は，得点が低い方から 
１／３を心理的距離の遠い群，得点が高い方から１／３を心理的距離の近い群とした。分析の結果，
統制スキル不足因子（他者の評定）において，心理的距離の主効果（F（１，１２９）＝３．１０，p
＝０．８１），心理的距離と自己呈示変容能力の交互作用（F（１，１２９）＝３．３６，p＝０．６９），３要
因の交互作用（F（１，１２９）＝３．１６，p＝０．７８）が有意な傾向を示した。３要因の交互作用に
ついて下位検定を行った結果を，図１に示した。これをみると，心理的距離の近い群は遠い

図１　攻撃的ユーモア×自己呈示変容能力×心理的距離の交互作用効果
AH：攻撃的ユーモア　　SP：自己呈示変容能力　　＊p　<　０５
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群よりも，統制スキル不足であると他者が認知する程度が低かった。しかしながら，心理的
距離が低い群の中でも，攻撃的ユーモアが高く，自己呈示変容能力が低い群だけが，心理的
距離が遠い群と同程度に統制スキル不足のユーモア表出をしていると友人から認知されてい
ることが示された。

考 察 

　本研究では，機能不全的ユーモア表出尺度（長谷川，２０１１）の他者からの評価版を作成し，
自己と友人とのペアで調査を行い，相互に評定させ，自己評定と他者の評定との関連や差を
検討した。因子分析の結果，内輪受け，統制スキル不足，自己本位，繰り返し，自己卑下の
５因子が抽出された。これらのうち，内輪受けと統制スキル不足は，長谷川（２０１１）の結果
と一致していた。しかしながら，自己本位と繰り返しは，新たに因子として抽出された。ま
た，自己卑下については，長谷川（２０１１）の尺度には含まれていなかったが，機能不全的な
ユーモア表出の一側面であると考え，今回新たに追加した項目がまとまったものである。本
研究では，自己評定と他者の評定を比較検討するために，因子構造を揃えるという観点から
項目の削除を行った。したがって，自己評定と他者の評定で因子構造そのものが違っていた
可能性については否定できない。今後，検討されるべき課題である。
　このようにして作成された機能不全的ユーモア表出尺度に関して，自己評定と他者の評定
との関連をみると，弱いながらも有意な正の関連が見られた。この結果は，長谷川（２０１１）
の機能不全的ユーモア表出尺度で測定した自己評定が，ある程度，他者の評定とも対応して
いることを示唆するものである。しかしながら，相関の程度は弱いため，自己評定と他者の
評定との間に，何らかの質的な違いがあることも考えられる。これについては上述した因子
構造の差異を含めたような検討がなされる必要がある。
　本研究では，量的な違いとして，機能不全的なユーモア表出尺度の自己評定と他者の評定
の平均値に差があるかが検討された。その結果，自己評定よりも他者の評定の方が，得点が
低かった。この結果は，友人は参加者自身よりも，参加者が機能不全的ユーモア表出をあま
りしないと認知していたことを示唆する。参加者自身はユーモアについてあまりうまく表出
できていないという認知をしているのに対して，友人はそれほど否定的には評価していない
ということが示唆された。
　さらに，本研究では，機能不全的ユーモア表出をする人はどのような人かという問題につ
いて，先行研究（長谷川，２０１１）と同様に，攻撃的ユーモア志向性とセルフ・モニタリング
傾向の観点から検討を行った。分析の結果，攻撃的ユーモア志向性が高い人は，低い人に比
べて，自己評定の機能不全的ユーモア表出尺度全体とすべての下位尺度の得点が高いことが
明らかにされた。また，同様に，攻撃的ユーモア志向性が高い人は，低い人に比べて，他者
の評定においても，尺度全体と内輪受け，統制スキル不足，自己卑下について得点が高かっ
た。これらの結果は，攻撃的ユーモアが高い人は，自己評定だけでなく，友人にもユーモア
の表出がうまく行われていないと認知されていることを示唆する結果であった。
　セルフ・モニタリング傾向については，自己評定によるユーモア表出尺度の繰り返しに対
する主効果があるだけであり，攻撃的ユーモア表出との交互作用は見られなかった。さらに，
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他者の表出行動に関する感受性という下位尺度については，主効果および交互作用ともに有
意ではなかった。それに対して，自己呈示変容能力については，自己評定による繰り返し，
他者評定による自己卑下に対して有意な主効果がみられた。これらの結果は，ユーモア表出
をうまく行えるかどうかは，他者の表出行動を読み取る感受性の高さよりも，自己を状況に
応じてさまざまに呈示できるかという能力の高さが重要な役割を持つことを示唆する結果で
あった。
　さらに，自己呈示変容能力は，自己評定による内輪受けと自己卑下に対して，攻撃的ユー
モア志向性との交互作用効果を示した。具体的には，自己呈示変容能力が低い人において，
攻撃的ユーモア志向性が高い人は，低い人よりも，内輪受けや自己卑下的なユーモア表出を
すると自己認知していたという結果であった。これは，自己呈示変容能力が低い場合には，
攻撃的ユーモア志向性の高さが機能不全的ユーモア表出につながる可能性を示唆するもので
ある。ただし，他の群の平均値をみると，この結果は，自己呈示変容能力が低く，攻撃的
ユーモアが低い群が，特に内輪受けの自己評定が低いことを示す結果と解釈する方が妥当か
もしれない。この群は，自己呈示を変化させず，一貫した自己を呈示するが，あまり攻撃的
なユーモアを好まないために，内輪受けという機能不全的なユーモア表出を行いにくい可能
性がある。
　他者の評定による機能不全的ユーモア表出に対しては，攻撃的ユーモアとセルフ・モニタ
リング傾向との交互作用は見られなかった。しかしながら，友人が認知する自己と友人との
心理的距離を含めた補足的な分析を行ったところ，興味深い結果が得られた。具体的には，
心理的距離の近い群は遠い群よりも，友人が参加者のユーモア表出を統制スキル不足である
と認知する程度が低かった。ただし，心理的距離が低い群の中でも，攻撃的ユーモア志向性
が高く，自己呈示変容能力が低い群だけが，心理的距離が遠い群と同程度に統制スキル不足
のユーモア表出をしていると友人から認知されていた。このような結果は，攻撃的ユーモア
を好み，他者やそれを含む状況に応じて自己呈示を変容させる能力が低い人は，場にそぐわ
ない発言をしたり，他者を注目させておきながら笑いがとれなかったりするスキル不足の
ユーモア表出を行ってしまう可能性を示唆するものである。
　本研究の結果，ユーモアを表出する場合，必ずしも自分自身の意図通り，他者から笑いを
とれない機能不全的なプロセスが存在することが明らかにされた。その過程は，自己評定
（長谷川，２０１１）としても捉えられると同時に，本研究で検討した友人の評定として捉えら
れ，それらは弱いながらもある程度対応していることが示唆された。ただし，両者の平均値
差でみれば，他者による評定の方が自己評定よりも低かったことから，自分自身が思ってい
るほどには友人は不適切なユーモア表出をしていると思っていないことも示唆された。さら
に，これらの過程は，攻撃的ユーモア志向性とセルフ・モニタリング傾向という観点によっ
て規定されることが示唆された。今後の研究としては，これらの変数以外の個人差変数が，
機能不全的なユーモア表出に及ぼす影響を検討する必要性が考えられる。例えば，機能不全
的ユーモア表出の自己卑下因子は，自尊心や抑うつなどと関連することは容易に予測できる。
低自尊心者や抑うつ者が自己卑下的なユーモア表出を行い，その結果，他者から拒絶される
か否かといったプロセスを検討することは，下方らせん過程（Joiner & Metalsky, 1995；長
谷川，２００８）の詳細を新たな観点から明らかにすることになると考えられる。
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